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イベント概要 
 
[企業名]  京セラ株式会社 
 
[企業 ID]  6971 
 
[イベント言語] JPN 
 
[イベント種類] 決算説明会 
 
[イベント名]  2024 年 3 月期 第 2 四半期決算説明会 
 
[決算期]  2024 年度 第 2 四半期 
 
[日程]   2023 年 11 月 1 日 
 
[時間]   16:40 – 17:21 

（合計：41 分、登壇：9 分、質疑応答：32 分） 
 

[開催場所]  インターネット配信 
 
[登壇者]  2 名 

代表取締役社長    谷本 秀夫（以下、谷本） 
執行役員 経営管理本部長   千田 浩章（以下、千田） 
 
 
 
 
 
 

 



 
 

 

登壇 

 

司会：皆様、お待たせいたしました。本日はお忙しい中、京セラ株式会社のウェビナーにご参加い
ただき、誠にありがとうございます。ただ今より、2024 年 3 月期上期決算説明会を開催いたしま
す。本日使用いたします資料は、当社ホームページに掲載しておりますので、ご覧ください。 

なお、本日のウェビナーは録画しております。あらかじめご了承ください。 

それでは、最初に本日の出席者を紹介いたします。代表取締役社長、谷本秀夫でございます。 

谷本：谷本です。よろしくお願いいたします。 

司会：執行役員 経営管理本部長、千田浩章でございます。 

千田：千田です。よろしくお願いいたします。 

司会：それでは、これより説明を開始します。谷本社長、お願いいたします。 

谷本：京セラ株式会社の谷本でございます。平素は皆様に大変お世話になり、この場をお借りして
厚くお礼申し上げます。本日は大変お忙しい中、当社決算説明会にご参加いただき、誠にありがと
うございます。 

それでは、2024 年 3 月期上期決算説明会資料に沿って、ご説明いたします。 



 
 

 

 

資料の 1 ページをご覧ください。 

本日はこちらに記載のとおり、2024 年 3 月期上期決算概要、および 2024 年 3 月期業績予想につ
いてご説明いたします。 

 

 

 



 
 

 

 

2 ページをご覧ください。それでは、はじめに 2024 年 3 月期上期決算概要について、ご説明いた
します。 

 

 

 

 



 
 

 

 

3 ページをご覧ください。当上期の売上高は、前年同期に比べ 2.7%減少の 9,853 億円となりまし
た。営業利益は 540 億円、税引前利益は 779 億円、親会社の所有者に帰属する四半期利益は 565
億円となりました。 

当社主要市場の需要の低迷やインフレの影響を主因に、減収減益となりました。 

 

 



 
 

 

 

4 ページをご覧ください。設備投資額は 660 億円、減価償却費は 541 億円、研究開発費は 508 億
円となりました。 

足元の需要状況に応じて、一部設備投資を当下期以降へ延期したことなどにより、設備投資額が減
少いたしました。 

 

 



 
 

 

 

5 ページをご覧ください。こちらは、事業セグメント別売上高の一覧です。詳細については、のち
ほどご説明いたします。 

 

6 ページをご覧ください。こちらは、事業セグメント別利益の一覧です。 



 
 

 

 

7 ページをご覧ください。こちらは、当上期実績のサマリーを示しています。 

スライド左側の売上高をご覧ください。事業セグメント別では、グラフ中央青色のソリューション
は増収でしたが、コアコンポーネントと電子部品は、半導体関連や情報通信市場における主要製品
の需要減少の影響を主因に減収となりました。 

続いて、右側の税引前利益をご覧ください。売上高同様、ソリューションは増加しましたが、コア
コンポーネントと電子部品は減少しました。 

減収の影響に加え、インフレによる原材料価格、エネルギーコストなどの上昇を主因に減益となり
ました。各セグメントの売上高、利益の詳細については、次ページ以降でご説明いたします。 



 
 

 

 

8 ページをご覧ください。まずは、コアコンポーネントです。 

当上期の売上高は、2,824 億円となりました。半導体関連部品事業におけるスマートフォン市場向
けセラミックパッケージ、および情報通信インフラ市場向け有機基板の市況が軟化したことを主因
に、前上期比較、前下期比較ともに減収となりました。 

利益は 305 億円となりました。半導体関連部品事業の減収の影響に加え、原材料価格の上昇や減
価償却費の増加などにより、前上期比較、前下期比較ともに減益となりました。 



 
 

 

 

9 ページをご覧ください。続いて、電子部品です。 

当上期の売上高は 1,748 億円となりました。情報通信市場向けコンデンサや水晶部品などの在庫調
整および需要減少を主因に、前上期比較、前下期比較ともに減収となりました。 

利益については、99 億円となりました。情報通信市場向けのコンデンサや水晶部品等の高付加価
値製品の販売減少、および稼働率低下に伴う原価率の上昇により、前上期比較で大幅減益となり、
前下期比較でも減益となりました。 



 
 

 

 

10 ページをご覧ください。最後に、ソリューションです。 

当上期の売上高は、5,368 億円となりました。機械工具事業において、在庫調整の影響により、切
削工具の減収となった一方で、円安効果などが寄与し、ドキュメントソリューション事業が増収と
なったことを主因に、前上期比較で増収となりました。一方、前下期比較では、ドキュメントソリ
ューション事業における季節要因を主因に、若干の減収となりました。 

利益は 318 億円となりました。増収に加え、前期に着手したコミュニケーション事業の構造改革
に伴う収益性改善効果により、前上期比較で増益となりました。一方、前下期比較では、コミュニ
ケーション事業における、一時的な構造改革費用約 80 億円の影響がなくなったことを主因に、大
幅増益となりました。 



 
 

 

 

11 ページをご覧ください。続いて、2024 年 3 月期業績予想について、ご説明いたします。 

 

 

 

 



 
 

 

 

12 ページをご覧ください。本日、2024 年 3 月期の通期業績予想を修正いたしました。 

当社の主要市場である半導体関連や情報通信市場においては、前回予想の前提として想定していた
需要の回復が遅れており、スマートフォンの低調な販売が継続していることや、データセンター向
けの設備投資が抑制傾向にあることから、コアコンポーネントおよび電子部品において、当初計画
に届かない見通しです。 

このような事業見通しに鑑み、売上高は前回予想から 500 億円減額の 2 兆 500 億円、営業利益は
270 億円減額の 1,200 億円、税引前利益は 300 億円減額の 1,700 億円、親会社の所有者に帰属する
当期利益は 220 億円減額の 1,230 億円へと、売上、利益ともに下方修正いたしました。 



 
 

 

 

13 ページをご覧ください。設備投資額につきましても、前回予想から 1,050 億円減額の 1,700 億
円、減価償却費は 80 億円減額の 1,150 億円、研究開発費は 90 億円減額の 1,060 億円に、それぞ
れ見直しを行っております。 

 

 

 



 
 

 

 

14 ページをご覧ください。こちらは、事業セグメント別売上高の一覧です。 

前回予想に対し、コアコンポーネント 530 億円、電子部品を 320 億円下方修正した一方、ソリュ
ーションを 310 億円上方修正しております。 

 

 

 



 
 

 

 

15 ページをご覧ください。こちらは事業セグメント別利益の一覧です。 

前回予想に対し、コアコンポーネントを 210 億円、電子部品を 305 億円下方修正した一方、ソリ
ューションを 60 億円上方修正しております。 

当下期は、厳しい事業環境が継続するものと予測されますが、需要回復期に着実に収益改善につな
げられるよう、引き続き増産体制の構築を図ると同時に、生産性向上に向けた取り組みを進めてま
いります。 



 
 

 

 

16 ページをご覧ください。最後に、配当金についてご説明いたします。 

当期の 1 株当たり中間配当金は、前中間配当金と同額の 100 円とさせていただきました。 

また、期末配当金については、株式分割後の基準で 25 円を予想しておりますが、株式分割前の基
準では 100 円となり、年間予想の実質的な変更はございません。引き続き業績拡大に努め、株主
還元の向上を図ってまいります。以上が、私からの説明となります。 

今後とも当社に対しまして、ご支援を賜りますようお願い申し上げます。ご清聴ありがとうござい
ました。  



 
 

 

質疑応答 

 

＜質問者１＞ 

 [Q]：最初は今期の 3Q、4Q の事業セグメント別、コアコンポーネント、電子、ソリューションで
分けて、どういう推移をたどるかをもう少し伺えればと思います。 

上期から下期、コアコンポーネント、電子部品が横ばいと伸び悩むのは各社共通だと思いますが、
どういう季節性を、御社の場合 3Q、4Q に分けて見ておられるのか。一方、ソリューションはちょ
っと違うと思うので、売上、利益について、ざっくりと 3Q、4Q の変化を教えてください。 

 [A]：今期の 2Q が、ほぼ底と予測しております。コアコンポーネントと電子部品につきまして
は、3Q、4Q はほぼ 2Q からの横ばいと予測し、ソリューションは 3Q、4Q でさらに上げていく見
込みに基づき、今回の業績予想の修正となっております。 

 [Q]：御社は、スマホでもかなり季節性のあるお客さんも多いと思います。3Q、4Q、横ばいとさ
れた電子部品とコアコンポーネント、特に半導体部品は若干違和感があるのですが、いかがでしょ
うか。 

 [A]：電子部品は 4Q がいつもかなり落ちるのですが、今期は 2Q、3Q がそもそも例年どおり立ち
上がっていないので、大きな落ち込みはないと考えています。 

 [Q]：なるほど。コアコンポーネントはどうでしょうか。結構半導体部品の影響が出るかと思った
のですが。 

 [A]：コアコンポーネントは、現状を見ますと 2Q より少し 3Q が上がりそうな雰囲気はあるので
すが、ここは少しコンサバティブに横ばいで見ております。 

 [Q]：コアコンポーネントも、4Q はあまり落ちないという見方があるのですか。 

 [A]：そうですね。部品によっては携帯電話に使われるもので落ちるものもありますが、それ以外
は、既にかなり落ちています。中でも SMD 部品等が少し戻りつつありますので、打ち消しあって
横ばいという見方をしております。 

 [Q]：わかりました。その背後にある生産の考え方は、ほとんど今の状態から変わらず、あまり増
減なく進めるというイメージですか。3Q、4Q も、コアコンポーネントと電子のところに関してで
す。 



 
 

 

 [A]：あまり増減はないと思います。部品によってのバランスはもちろんあると思うのですが、ト
ータルとしては変わらないと思っています。 

 [Q]：わかりました。二つ目は、この業績修正の中で、中期の計画の位置づけがどういうふうに変
わる可能性があるのか教えてください。先日の本決算で中期計画が出たばかりで、今回投資も
1,000 億円ぐらい下げられている一方、中期では ROE 7%、税引前利益率 14%というのは結構高い
ターゲットになってくるかと思います。 

この目線が中期で変わっていないとすれば、何らかの追加的な施策なり、もしくはバランスシート
なりを、もう一段いろいろ考えていかないと、なかなか ROE の目標は達成しないのかなと思って
しまいます。今期の事業環境、業績を受けて、中期計画を実現するために追加的に何をしなければ
いけないかということについて、バランスシートを含めた考え方は何かございますか。 

 [A]：ご存知のとおり、KDDI 株について前期までは基本的に保有を継続することを考えていまし
たが、どういう活用の仕方をするべきか、またその上で中期計画をどのようにするのかを、来期に
向けてきっちりまとめて発表できるよう、検討している段階でございます。 

 [Q]：再確認ですが、それは担保にして 5,000 億円を借りて、M&A とか投資に使うというのと
は、ちょっと違う選択肢をいろいろ考えておられるという意味でおっしゃったことですか。 

 [A]：はい。そういう意味でございます。 

 

＜質問者２＞ 

 [Q]：質問は 2 点です。まず、上期から下期への変化です。全てのセグメントで、上期よりも下期
のほうが売上、利益とも増加する計画だと認識しています。コアコンポーネントや電子部品で、下
期に上期よりも増益となる、もしくは増収となる前提に対し、セット台数の見通しのようなものが
もしございましたら、お教えください。 

 [A]：コアコンポーネントにつきましては、細かく申し上げますと、半導体製造装置用部品は想定
よりは下がりましたが、前期よりは微増でございました。 

大きく落ちていますのは、半導体セラミックパッケージの中の SMD 部品です。これは主に電子部
品の用途でございますが、これが市場の落ち込み以上に、在庫調整という局面も含めて非常に大き
く落ちております。 



 
 

 

それと電子部品は、まさに在庫調整を含めて市場の落ち込み以上に落ちましたが、ほぼ在庫調整が
終わり、本来の需要のレベルまで戻りつつあるということで、下期の数字を組み立てております。 

 [Q]：わかりました。先ほど 4Q は、例年のように落ち込まないということですが、そこにはどん
な背景があるのか。もう一度、ご説明をいただけませんでしょうか。 

 [A]：通常は、2Q から 3Q の初めにかけて、携帯電話の部品が非常に大きく立ち上がって、その反
動で 4Q が落ちるということになっているのですが、今期はそもそも 2Q、3Q の電子部品関連を大
きく立ち上げることができませんでした。 

その関係で、4Q へ向けて大きく下がるという影響は、一部セラミックパッケージの部品等でござ
いますが、そのほかで打ち消せるという理屈でございます。 

 [Q]：はい、わかりました。ありがとうございます。 

質問の 2 点目が、電子部品の利益が大幅に減少しておりますが、これを京セラ本体、KAVX に分け
てご説明いただきたいということと、可能であれば主要製品別、MLCC、水晶、コネクタなどで、
期初の想定からどんな変化があるのかご説明をいただけますでしょうか。 

 [A]：まず、京セラ電子部品、KAVX は、どちらも落ちております。どちらかというと、KAVX の
落ち幅のほうが少し大きくなっていると思います。 

それは、KAVX がタイに新工場をつくったのですが、今上期に全く稼動に寄与せずに、減価償却費
だけが発生したということで、利益の面で大きく落ち込んでおります。 

部品別に申し上げますと、まず京セラ電子部品のコンデンサは、携帯電話の減産の影響を受けて大
きく落ちております。落ち幅としてはコンデンサと発振部品の水晶部品、この二つが非常に大きな
落ち込みになっております。 

それと、KAVX は車載向けが非常に多いので、欧州での車載部品が KAVX では非常に多い一方で、
欧州の車載が日本、アメリカに比べて回復が非常に弱かったという面もあって、非常に悪い状態に
なりました。 

 [Q]：MLCC は、例年北米スマホ向けで 2Q に季節的に増加する傾向があったと思うのですが、こ
こについては、それほどの増加はなかったということでしょうか。 

 [A]：はい、思ったほどありませんでした。 

 

 



 
 

 

＜質問者３＞ 

 [Q]：まず、1 問目です。今回、設備投資減額ということで、上期に投資する部分を少し先送りす
るという形でしたが、今期の設備投資については期初計画と比べて、どういう変更をかけておられ
るのか、セグメントごとの内容について教えてください。 

 [A]：設備投資は期初計画に対して約 1,000 億円減額になる見通しで、そのうちの約 6 割がコアコ
ンポーネント、3 割が電子部品、ソリューションが 1 割程度という感じでございます。 

 [Q]：それぞれ詳細と、あとは先送りされたのか消滅したのか、その辺りもお聞かせください。 

 [A]：コアコンポーネントは、主に半導体の有機パッケージと半導体製造装置用のセラミック部品
の設備投資でございます。いずれも先送りでございます。 

電子部品は、国内の MLCC と海外 KAVX のタイのタンタルコンデンサが対象で、MLCC への投資
も先送りしております。ソリューションはごく一部ですが、基本的には先送りでございます。 

 [Q]：はい、わかりました。基本的にはあまり増産計画自体は考えずに、設備の導入のタイミング
のところを変えているということでしょうか。 

 [A]：はい、そうです。 

 [Q]：なるほど、わかりました。ありがとうございます。 

2 問目ですが、電子部品で京セラ本体と KAVX のシナジーを取り、今後に向けたアクションを取っ
ておられるということで、3 年後に向けかなり大きなシェア拡大を図られています。シナジー向上
に向けた上期の進捗状況をお聞かせください。 

またソリューションは、スマートエナジー等かなりビジネスモデル自体を転換しなければいけない
事業が多いと思いますが、その辺りの進捗状況も併せてお願いいたします。 

 [A]：まず、KAVX と京セラのシナジーの進捗状況についてですが、前回も申し上げたかもしれま
せんが、営業部隊の統合に関し、ワールドワイドでの統合が一旦上期で完了しました。KAVX の営
業、京セラの営業が、各地区で一体となって一本での営業ができるような体制が整いました。 

それと、KAVX のタイ工場については、日本の生産技術が中心になって、日本のレベル以上に自動
化を立ち上げるため、今プロジェクトを組んで日本の生産技術者と KAVX の生産技術者が一緒に
なって、新しい自動化ラインの構築をしています。主に生産面では、日本からの生産技術の支援を
KAVX に入れ始めた段階でございます。 



 
 

 

つぎにソリューションセグメントの状況でございます。まず、スマートエナジー、再生可能エネル
ギーにつきましては、従来の物販からエネルギー販売に切り替えることを進めています。上期の後
半には、再生可能エネルギーを集めて、まずは京セラ本体の工場へ、電力売りをするという事業を
スタートできました。これは、集められる電力に従いどんどん増えていきますので、下期以降、
徐々に増えていくことになると思います。 

携帯電話につきましては、コンシューマー向けの販売の縮小は計画どおり進んでおりまして、
BtoB の部分に特化した事業転換は計画どおり進んでおります。それと、BtoB の基地局周りの開発
につきましても、計画どおりの開発が進んでおります。ソリューションにつきましては、おおむね
計画どおり進んでいるところでございます。 

 [Q]：追加ですが、電子部品のところで、水晶部品についてはいかがでしょうか。 

 [A]：水晶部品につきましては、京セラ電子部品の水晶の発振部品は、在庫調整という面も含めて
携帯電話の落ち込み以上に、現在落ちております。 

先を見越した人工衛星等に使われるような、ハイエンドの発振部品につきましては、KAVX で 1 社
買収を行いました。従来やっていなかった衛星等に使われるようなハイエンドの水晶部品につい
て、下期から強化できるような体制ができたと考えます。 

 [Q]：この水晶部品は、海外の工場における車載向けの生産計画もあったかと思うのですが、その
辺りはいかがですか。 

 [A]：それは、ベトナム工場で準備を計画どおりに進めております。 

 [Q]：これは準備中ですね。 

 [A]：はい。 

 

＜質問者４＞ 

 [Q]： 最初に、中期経営計画に関連するキャピタルアロケーションのところで、ご質問をさせて
ください。設備投資の計画 3 カ年で、8,500 億円というかなり強い投資計画を掲げていらっしゃっ
たと思うのですが、初年度でかなりつまずかれて、来期も華々しく需要が回復するとはとても思え
ないような状況です。これに対し、キャピタルアロケーションは全面的に見直すというお考えでよ
ろしいでしょうか。 



 
 

 

 [A]：恐らく 1 年遅れとか、そういった見直しを入れる必要があろうかと今の段階では思っており
ます。 

 [Q]：相対的に、電子部品が他社と比べて結構劣後していらっしゃいます。半導体のパッケージは
供給過剰状態が続いていますし、とても大きな設備投資ができるような状況にないと思います。1
年の遅れではちょっと済まないと思うのですが、その場合に基本的な戦略の考え方を変えられるこ
ともあるのでしょうか。 

 [A]：半導体関連につきましては、1 年から 2 年ぐらい遅れると見ておりますが、数年後にかけて
の伸び率は、2 年遅れぐらいでついていくと考えております。従いまして、2 年遅れぐらいで同じ
規模の投資を、今のところはやろうと思っております。 

 [Q]：なるほど。わかりました。ありがとうございます。 

2 問目は、電子部品に特化した質問です。携帯向けが落ちたというコメントがありましたが、実際
携帯向けの市場は恐らく 2Q はかなり良かったと思います。他社の数字を見ても、明らかに携帯向
けは良かったはずです。 

御社に限って良くなかったのか、もしくはシェアを失っているというのが類推されることですが、
もし仮にシェアが落ちている、あるいは御社に限って在庫調整が大きくなっているということであ
れば、その要因について教えていただけないでしょうか。 

 [A]：MLCC につきましては、細かいデータは持ち合わせていないのですが、おそらく少しシェア
が落ちていると思います。その要因は、恐らく MLCC 全体としては、全メーカーを足すとまだ余
っていると思います。そのため、シェアの高いメーカーから補充されていったのではないかという
予測をしています。 

 [Q]：なるほど。価格を追従するようなことはしなかったため、回復のタイミングが他社に比べて
遅れていると考えてよろしいですか。 

 [A]：はい。 

 [Q]：なるほど。わかりました。ありがとうございます。水晶についてはいかがですか、これは中
国メーカーが入ってきて、恐らくローエンドは受注が取れていない状況だと思うのですが。 

 [A]：ローエンドは元々あまり強くなく、水晶部品についてはシェアを取られているという情報は
ございません。ただし、小型の水晶部品の需要自体が、少し携帯電話以上に落ちた状況はあると思
います。 



 
 

 

 [Q]：わかりました。ありがとうございます。 

3 点目、KDDI 株の保有の方法について見直されるというコメントがございました。つい 1 年前に
担保にして 5,000 億円を借り入れるということを発表されて、わずか 1 年で基本的なところの考え
を変えられるかもしれないというコメントだと思います。そのようなお考えに至った背景につい
て、どのような変化があり再考されているのでしょうか。 

 [A]：本年の株主総会において、私と会長に対する再任の賛成率が想定以上に低く、今のままでは
ちょっと難しいと感じたのが、一つの引き金となっています。 

 

＜質問者５＞ 

 [Q]：1 点だけです。従来予想と今回予想を比較させていただきますと、コアコンポーネント、電
子部品ともに売上変化に対する利益変化が少し大きく、特に電子部品と産業車載用部品のところ
で、売上の修正と利益の修正のバランスがちょっと悪いような感じがいたします。 

事業として、構造的に毀損しているような現象が生じていないかを心配しており、その辺りご解説
いただけないでしょうか。元々の計画がちょっと強すぎた、もしくはインフレで少し材料コストが
上がっている等、その程度の理由であれば良いのですが、何か悪いことが起きていないか確認させ
てください。 

 [A]：電子部品のほうは、主には KAVX 等の新規の設備投資に対して、需要が落ちて全く稼働に寄
与しなかったというのが、非常に大きなウェイトを占めております。少しコンデンサのシェアが落
ちた等の悪い話もありますが、事業を根本的に揺るがすような問題があったというわけではないと
考えております。 

コアコンポーネントにつきましても、特に有機基板についての投資を昨年から積極的に続けてき
て、その上での落ち込みということで、やはり償却費の占める比率が上がって、原価が押し上げて
いるという、この二つだと思っております。 

 [Q]：なるほど。そういう意味では、投資と需要のバランス、タイミングのずれが残念ながら生じ
てしまった一方で、成長に対する投資は基本的には続けているので、その結果としてこうなってい
るということですね。 

 [A]：さようでございます。 

 



 
 

 

＜質問者６＞ 

 [Q]：私も 1 点だけです。ドキュメントソリューションズのところの考え方を教えてください。 

今回こちらだけ上方修正されていて、下期で大きく改善するという予想になっているかと思いま
す。おそらく欧州中心に為替も改善といったところも一部影響あるのかなと思われる一方で、去年
の下期はどちらかというと各社様注残を抱えて、半導体不足のものが集中して出せた下期だったと
思います。どちらかというとハードルが上がっている中で、かなり大きな増収増益の計画になって
いるように見えるのですが、ここの考え方を教えてください。 

 [A]：上期は、販売台数自体は欧米ではあまり伸ばせませんでした。新製品を下期に投入して、下
期販売台数を増やそうというのが基本的な戦略でございます。 

 [Q]：そうすると、下期に新製品を出してシェアを上げていくという、それに伴って収益性も改善
するということでしょうか。 

 [A]：はい、基本的にはそうでございます。 

 

以上 

 

 

注記 

当資料は、SCRIPTS Asia 株式会社によって録音・書き起こしされたものを当社にて一部編集した
ものです。 

 

将来事象に関する注意事項 
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ついての記述によって明示または黙示されているところと大きく異なる場合があります。詳細は、
当社ホームページに掲載の「将来の見通しに関する記述等について」をご参照ください 
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